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●担当した主なプロジェクト
2010年　神戸トヨペット御影店
2010年　吉野石膏神戸研修センター
2011年　ケントク本社ビル
2011年　明治安田生命京都空調改修
2012年　アマダ小野第一工場
2013年　三社電機滋賀工場3期棟増築
2014年　 ダイキンオードシエル蓼科

Ⅱ期増築
2017年　明星産商高知本社第二工場
2018年　ダイキンアレス青谷Ⅱ期

■青年技術者のことば

私は、設備設計者として建物を計

画するに当たり、建築主の想いを

代弁するものとして、建物の利便

性や快適性のみではなく、その建

物に求められる企業のニーズや社

会的ニーズを抽出し、設備の視点

からできる解を探求している。ま

たその解が他にはない、『個別解』

となるよう、常にチャレンジ精神

をもち、関係者とともに新しい技

術の導入などを通じて、建築主の

想いに向き合っている。本計画に

取り組むにあたり、建築主が置か

れる社会的なポジションや、この

建物の持つ発信性の強さに着目

し、既往技術を応用したアイデア

商品や、社会のニーズであるグ

ローバル化・IT化に対応する設備

計画を行い、利用する社員の『気

づきの場』となるよう計画行った。

今後もその時代の流れや建物の

ニーズに合った、省エネルギーシ

ステムや快適な空間を創造して、

建築主の想いに答えていくととも

に、目まぐるしく発展していくIT

技術などを関係者と協業しながら

建築設備に取り入れ、技術開発を

通じて設備技術の発展に臨んでゆ

きたい。
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1．設備計画のコンセプト
本計画は、周辺環境を生かした施設と

して、塩害地における『環境との融

合・調和』というテーマにチャレンジ

したプロジェクトである。さらに、グ

ローバル研修所という施設特性に配慮

した“多様性に適合する空間づくり”

を目指している。設備計画は下記を主

要な基本コンセプトとした。

① 寒冷地・塩害地における空調設備の

機能性と省エネルギー性の両立

② 半外部における空間の多様性を創出

する設備計画

③ 宿泊室の快適性を向上する設備計画

④施設FM管理へのBIM利用

建物外観

2．具体的な取り組み
2. 1　 寒冷地・塩害地における空調設

備の機能性と省エネルギー性の
両立

寒冷地・塩害地である厳しい外部環境

に曝される機器を最小限とし、安定

した継続運転を図るため、水冷式パッ

ケージエアコンを主体とした個別空調

方式とし、熱源水の冷熱源を密閉式冷

却塔フリークーリング、温熱源を高効

率空冷ヒートポンプチラーとし、水蓄

熱槽を組み合わせることで運転時間帯

の選択を可能としつつ、チラーの冷房

バックアップ運転により、システムの

安定化を図った。さらには建物の用途

別による空調吸放熱や、研修用コンプ

レッサー廃熱、井水熱利用などにより

建物内の熱循環を行い、環境にやさしい

高効率なシステムを導入した。（図1）

2. 2　 半外部における空間の多様性を
創出する設備計画

宿泊棟と研修棟を結ぶブリッジ空間で

あるホワイエを、自然の香りを感じ、

多様な空間を創出する半外部と位置づ

け、様々な工夫を行った。

2. 2. 1　自然換気システム
各種センサーに連動して自律駆動する

自然換気システムを導入した。当該シ

ステムは屋内外のエンタルピー差及び

外部風向風速などの情報により、塩害

などのリスクを排除して選択的に外気

を取り込むことを可能にした。

2. 2. 2　照明制御システム
照明は自然との調和を意識して日の出

から日の入りまでの太陽光色温度時刻

変化に合わせた、ダウンライトの調光

調色シーン制御を行っている。また、

日照シミュレーションにより計画した

軒の深い庇で直射光を抑制し、落ち着

いた空間を演出している。

2. 2. 3　スポット空調システム
温冷感の異なる多国籍の研修者が好み

の空間を選択できるよう、個人感覚に

対応して変化するスポット空調を内蔵

した家具を開発して各所に配置し、多

様な空間を形成する空気空間作りを目

指した。具体例を以下に示す。

2. 2. 3 - 1： 研修後の発汗した体を急
速冷却するクーリングス
ポット

研修後の急速冷却を目的としてクーリ

ングスポットを導入した。表面の3つ

のボタンにより、個人の発汗状態に対

応可能な3段階のモードを選択し、冷

風と循環気流の出力を変更し、急速冷

却するシステムである。(図2 )

2. 2. 3 - 2　 個別の温冷感に対応した
円形空調ベンチ

気流につつまれ、安らぐ空間づくりを

目的として製作した円形空調ベンチを

導入した。通気性を高めて内部をチャ

ンバー化した穴あきウレタンベンチ

に、隠蔽ダクト型エアコンと循環ファ

ンの気流を吹込み、空気が均一に漏れ

出す仕組みである。2ユニットで構成

され、座面及び背面から包み込むよう

に吹き出し、還気を中央の床面スリット

にとって循環させることで、スポット

空調を成立させて冷却効果を高めて

いる。（図3）

2. 3　 宿泊室の快適性を向上する設備
計画

シングルルームで構成される宿泊室に

おいて、個人の趣味嗜好及び使用シー

ンに応じて空間が調整できるように、

照明調光調色・空調モード変更・アロ

マ選択など多機能化を図った。また、

これらを一括制御するルームコント

ロールユニットを導入し、開発したア

プリをインストールしたタブレットで

制御することで多言語化を図るなど、

使いやすさに配慮した。また、利用

シーンに応じた適切な環境を提供する

ことを目的に、推奨シーン設定を複数

登録し、利用者自身が求める利用シー

ンを選択できるようにしている。ま

た、そのシーンからの変更操作履歴

（差分データ）を蓄積し、シーン設定

づくりの基礎研究に活かす統計データ

を提供できる仕組みとしている。

2. 4　施設FM管理へのBIM利用
今回、設計・施工を通じて構築された

建物情報モデル（BIM-FMモデル）を

活用した施設の運営・管理を行う取

り組みを行った。BIM-FMモデルとは、

設計施工モデルにメンテナンスに必

要な、属性情報・故障履歴等を入力し

たモデルである。有効なモデルとする

ため、以下4点に着目して、開発を行

い、運用時の利便性の向上を図った。

（図4）

（1）空調設備系統毎の見える化

（2）取扱説明書・完成図のリンク

（3） 設備機器台帳とBIMモデルのリン

ク

（4） タブレットによる現地での見え

る化

この取り組みは建築主・設計施工・ビ

ル管理の3者で協業し、運用しながら

スパイラルアップを継続している。

図 4　BIM-FMモデル
（空調系統見える化）
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